
岐阜県農政部農政課スマート農業推進室

スマート農業の今後の取組

（令和７年７月時点）

資料２



１ 新たな農政の基本計画の方向性について

１



１ 新たな農政の基本計画の方向性について

２

◎農地の十分な活用による食料自給率の向上（イメージ）



２ スマート農業の今後の取組みについて

v ※遊休農地など

耕地面積（5.4万ha）

現在の作付(利用)面積（4.3万ha）

【10年後の農地利用の姿】

将来的には…

※小区画な農地等を含む

現在の地域計画で10年後の
作付予定のない面積：2.0万ha

多様な担い手
の参入

地域計画に位置付けられた
10年後の作付予定面積：2.5万ha

※比較的、大規模かつ集約しやすい農地中心

省力化による
経営規模の拡大と
生産性の向上

【例】
○スマート農業機器の導入支援
○県が開発したスマート農業技術の研究成果の横展開
○データを活用した新たな産地体制の構築への支援
○土地利用型農業におけるスマート農業技術等を活かした
生産方式革新モデルの実証

スマート農業
技術の活用

基盤整備・
面的集積

生産方式
の転換＋ ＋

【例】
○スマート農業技術の実践研修
○スマート農業機械等の

 シェアサービスの取組み拡大
○サービス事業体の育成のため
の農業機械等への導入支援

○小区画ほ場で活用できるスマ
ート農業技術の導入支援

３

アグリパーク構想

地域計画に位置付けられた担い手
新たな担い手（副業・兼業）

サービス事業体（異業種参入)

産学官連携（スタートアップ）
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